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3   本調査手法の特徴 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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年データ（1997 年～ 2002 年）と、
論文の収録年数を１年ずらした



































































































































5   まとめ 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
【追 記】
　10月上旬に2005年度のノーベル賞受賞者が発表され
た。ノーベル賞受賞対象の研究は、研究のその後の発展性
や社会的貢献などが評価されて決まるものと考えられる。
従って、本調査における最近の急速発展領域として抽出さ
れる可能性も高い。例えば、本年度のノーベル賞対象の研
究（p.12,13）に関しては、153の急速発展領域のなかに
右に示すような急速発展領域として抽出されている。
抽出された急速発展領域名 2005年度ノーベル賞対象研究のリサーチフロント
機能性胃腸症および
胃食道逆流症の治療研究
ピロリ菌感染と病態、ピロリ菌除菌
による効果、機能性胃腸症治療のた
めのピロリ菌除菌療法
病原微生物のゲノム解析
ヘリコバクター・ピロリ菌のゲノム
配列の解析研究
高効率炭素―炭素結合形成
反応を機軸とする有機合成
反応
オレフィンのメタセシス反応・触媒
